
特集 精神疾患における病識・疾病認識─治療における意義

特集にあたって

鈴木道雄＊

病識は精神医学・精神科医療において古くから重要視されてきた概念である。病識
の欠如は治療者・患者関係を阻害し，治療資源の利用を困難にし，転帰にも大きく影
響することが指摘されてきた。私たちが個々の患者に対して診断し治療を行うとき
に，病識あるいはより広義の疾病認識について考えることは欠かせない。病識や疾病
認識の問題は，精神疾患の種類やステージ(病期)によってそれぞれ異なった特徴があ
る。病識や疾病認識の形成に関与する要因は多様である。私たちは，簡単に「病識を
与える」ことができるものでないことを知っているが，それぞれの治療技法によって，
病識や疾病認識が持つ意義や治療効果への影響はさまざまであるとともに，それぞれ
の治療が働きかける病識や疾病認識のプロセスも多様であると考えられる。
近年，精神疾患の当事者が自らの闘病生活の体験を語ることが増えている。精神科

医療の専門家が考える病識と，患者視点による疾病認識は必ずしも同一ではなく，む
しろ，それらが大きく異なる場合が少なくない。専門家が，当事者・家族と共同して，
共通目標としてのリカバリーを目指すために，当事者や家族が疾病をどのように体験
し，認識し，受容し，生活に位置付けているかを理解しようとすることは非常に重要
と思われる。
本特集では，古くて新しい問題である病識，およびより広義の疾病認識にかかわる

臨床的に重要なテーマについて，疾患別にまた治療技法別に，それぞれの領域の専門
家に論じていただいた。一部には，当事者による疾病の体験や認識に関する生の声も
ご紹介いただいた。他にも含めるべきテーマは多数あると考えられ，紙幅の制約によ
り限られたものになった点は残念であるが，本特集が読者の皆様のご参考になるもの
と期待している。
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